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郭
象
の
「
自
得
」
の
思
想
に
つ
い
て
は
じ
め
に
野)
郭
象
が
『
荘
子
』
の
中
の
「
自
得
」
と
い
う
事
柄
に
特
に
注
目
し
そ
の
『
在
千
注
』
に
於
い
て
「
自
得
」
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
言
及
し
て
い
る
こ
と
、
従
っ
て
ま
た
郭
象
じ
し
ん
の
思
想
の
中
で
「
自
得
」
が
主
要
な
テ
1
7
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
者
た
ち
に
よ
っ
て
既
に
指
摘
さ
れ
さ
ま
さ
ま
に
論
究
さ
れ
て
来
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
自
得
」
と
言
わ
れ
る
場
合
の
「
自
」
、
す
な
わ
ち
自
己
・
己
れ
が
一
体
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
、
ま
た
そ
う
し
た
自
己
の
捉
え
方
が
か
れ
の
「
自
得
」
の
主
張
と
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
た
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
余
り
触
れ
ら
れ
て
来
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
論
で
は
、
自
己
・
主
体
の
問
題
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
郭
象
の
「
自
得
」
の
思
想
の
一
側
面
を
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
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高
野
車
ま
ず
は
、
郭
象
の
言
、
っ
自
己
己
れ
と
は
何
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
夫
我
之
生
也
、
非
我
之
所
生
也
、
則
一
生
之
内
、
百
年
之
中
、
其
坐
起
行
止
、
動
静
趣
舎
、
情
性
知
能
、
凡
所
有
者
、
凡
所
担
者
、
凡
所
矯
者
、
凡
所
遇
者
、
皆
非
我
也
。
理
由
爾
耳
。
(
徳
充
符
篇
注
)
夫
身
者
非
汝
所
能
有
也
、
塊
然
而
自
有
耳
。
身
非
汝
所
有
、
市
況
道
哉
。
若
身
是
汝
有
者
、
則
美
悪
死
生
、
官
制
之
由
汝
。
今
筑
紫
而
生
、
汝
不
能
禁
也
、
試
散
而
死
、
汝
不
能
止
也
。
明
其
委
結
而
自
成
耳
、
非
汝
有
也
。
(
知
北
遊
鮪
注
)
郭
象
は
、
人
聞
が
生
き
て
い
る
問
の
様
々
な
動
作
・
行
為
や
情
性
・
知
能
の
持
ち
方
な
ど
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
、
そ
れ
は
「
理
」
と
し
て
お
の
ず
か
ら
に
そ
う
在
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
動
作
の
主
体
で
あ
る
よ
う
な
「
我
」
は
存
在
し
な
い
の
だ
と
言
う
。
さ
ら
に
、
生
や
死
104 
と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
も
、
人
間
は
「
気
」
の
衆
散
に
よ
っ
て
お
の
ず
か
ら
に
生
れ
死
ん
で
い
く
も
の
な
の
だ
か
ら
、
肉
体
を
所
有
す
る
主
体
で
あ
る
よ
う
な
「
汝
」
な
と
無
い
の
だ
と
す
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
現
実
の
様
々
な
状
況
の
そ
れ
ぞ
れ
に
於
い
て
、
万
物
が
紛
れ
も
無
く
そ
の
も
の
自
体
と
し
て
在
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
だ
が
一
方
で
、
別
の
箇
所
で
は
次
の
様
な
見
解
も
窺
わ
れ
る
の
だ
。
夫
形
成
老
死
、
皆
我
也
。
故
形
矯
我
税
、
生
矯
我
勢
、
老
矯
我
快
、
死
満
我
阜
、
四
者
雌
醐
阜
、
未
始
非
我
、
我
実
情
哉
。
(
大
宗
師
杭
注
)
夫
死
生
訓
由
化
、
吾
皆
吾
之
、
既
皆
是
吾
、
吾
何
失
哉
。
未
始
失
吾
、
吾
何
憂
哉
。
-e
陣
所
不
吾
也
、
故
玄
同
外
内
、
嫡
貰
古
今
、
興
化
日
新
、
単
一
旦
知
E
ロ
之
所
在
也
。
(
大
宗
師
筒
注
)
死
や
生
と
い
っ
た
事
態
そ
れ
ぞ
れ
に
、
確
固
た
る
「
我
」
「
吾
」
が
存
在
し
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
事
態
が
変
化
し
移
り
変
っ
て
い
っ
て
も
「
我
」
「
吾
」
が
在
る
こ
と
は
失
わ
れ
な
い
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
様
々
な
状
況
の
そ
れ
ぞ
れ
に
於
い
て
、
万
物
が
そ
の
も
の
自
体
と
し
て
在
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
我
」
が
有
る
と
す
る
見
解
と
「
我
」
が
無
い
と
す
る
見
解
と
は
、
一
見
し
た
と
こ
ろ
全
く
相
い
反
し
矛
盾
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
性
急
に
判
断
を
下
す
こ
と
を
せ
ず
に
、
と
り
あ
え
ず
は
一
切
存
在
に
つ
い
て
の
郭
象
の
様
々
な
所
論
を
今
し
ば
ら
く
追
っ
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
現
実
の
世
界
の
中
で
万
物
は
ど
の
よ
う
な
具
合
に
存
在
し
て
い
る
と
、
郭
象
は
考
え
て
い
た
か
。
凡
物
云
云
、
皆
自
爾
耳
、
非
相
矯
使
也
、
故
任
之
而
理
由
至
実
。
寓
物
商
情
、
趣
舎
不
問
、
若
有
民
宰
使
之
然
也
、
起
索
同
時
宰
之
険
迎
、
而
亦
終
不
得
、
則
明
物
皆
自
然
、
無
使
物
然
也
。
(
荷
物
論
稿
注
)
故
造
物
者
無
主
、
而
物
各
自
造
。
物
各
自
造
而
無
所
待
馬
、
此
天
地
之
正
也
。
故
彼
我
相
困
、
形
景
倶
生
、
雌
復
玄
合
、
而
非
待
也
。
明
斯
理
也
、
賂
使
寓
物
各
反
所
宗
於
偲
中
而
不
待
乎
外
、
外
無
所
謝
而
内
無
所
持
、
是
以
誘
然
皆
生
而
不
知
所
以
生
、
同
鷲
皆
得
市
不
知
所
以
得
也
。
(
質
物
論
筒
注
)
こ
の
世
界
に
様
々
な
形
で
存
在
し
て
い
る
物
は
、
「
真
宰
」
や
「
造
物
者
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
超
越
的
存
在
・
主
宰
者
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
在
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
し
、
ま
た
互
い
が
互
い
の
存
在
を
原
因
・
根
拠
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
も
な
い
。
全
て
の
物
が
、
そ
れ
が
そ
う
で
あ
る
理
由
・
原
因
を
待
つ
こ
と
無
く
、
ど
う
し
て
己
れ
が
か
く
在
る
の
か
を
認
識
し
な
い
ま
ま
に
、
そ
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
誰
得
先
物
者
乎
哉
。
五
日
以
除
防
矯
先
物
、
而
陰
陽
者
郎
所
翻
物
耳
。
誰
又
先
陰
陽
者
乎
。
五
ロ
以
自
然
矯
先
之
、
而
自
然
的
物
之
自
爾
耳
。
吾
以
至
道
筋
先
之
突
、
而
至
道
者
乃
至
無
也
ロ
既
以
無
臭
、
又
尖
潟
先
。
然
則
先
物
者
誰
乎
哉
。
而
猶
有
物
、
無
己
、
明
物
之
自
然
、
非
有
使
然
也
。
(
知
北
遊
縞
注
)
と
言
う
よ
う
に
、
或
る
物
を
生
み
出
す
根
拠
と
し
て
「
陰
陽
」
「
自
然
」
「
至
道
」
と
い
っ
た
存
在
を
次
々
と
探
し
求
め
て
い
っ
て
も
、
確
た
る
も
の
は
何
も
得
ら
れ
ず
、
従
っ
て
そ
の
物
は
お
の
ず
か
ら
に
そ
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
と
し
か
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
本
体
的
本
源
的
な
「
但
」
こ
そ
が
万
物
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
を
生
成
す
る
お
お
も
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
主
張
す
る
人
が
い
る
か
も
知
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
野)
加
叫
…
既
無
実
、
則
不
能
生
有
、
有
之
未
生
、
又
不
能
潟
生
。
扶
則
生
生
者
誰
哉
、
塊
然
而
自
生
耳
。
自
生
耳
、
非
我
生
也
。
我
既
不
能
生
物
、
物
亦
不
能
生
我
、
則
我
自
然
失
。
自
己
而
然
、
則
苅
之
天
然
。
天
蛇
耳
、
非
潟
也
、
故
以
天
吉
之
。
以
天
言
之
、
所
以
明
共
自
然
也
。
(
野
物
論
杭
注
)
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と
言
う
よ
う
に
、
「
担
」
は
「
有
」
な
る
存
在
を
生
み
出
す
こ
と
な
ど
出
来
な
い
訳
だ
か
ら
、
や
は
り
万
物
の
始
源
・
本
源
で
は
あ
り
得
な
い
。
結
局
万
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
は
じ
め
か
ら
お
の
ず
か
ら
な
る
も
の
と
し
て
生
成
し
存
在
し
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
万
物
の
こ
う
し
た
「
自
然
」
「
自
爾
」
な
る
在
り
様
に
つ
い
て
、
郭
象
は
次
の
よ
う
に
様
々
な
見
方
を
提
示
し
て
い
る
。
一
者
、
有
之
初
、
至
妙
者
也
。
主
妙
、
故
未
有
物
理
之
形
耳
。
夫
一
之
所
起
、
起
於
至
一
、
訓
起
於
無
山
。
然
別
子
之
所
以
属
病
加
於
初
者
、
何
故
。
初
者
、
未
生
而
何
生
、
得
生
之
難
、
而
猶
上
不
資
於
無
、
下
不
待
於
知
、
突
然
而
自
得
此
生
突
、
又
何
倍
生
於
巴
生
以
失
其
自
生
哉
。
夫
柾
不
能
生
物
、
而
云
物
得
以
生
、
乃
所
以
明
物
生
之
自
得
。
任
其
自
得
、
斯
可
制
徳
也
。
夫
徳
形
性
命
、
因
抽
出
立
名
、
其
於
自
前
一
也
。
(
天
地
続
出
)
万
物
は
本
源
と
し
て
の
「
無
」
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
「
突
然
」
に
そ
の
生
を
獲
得
し
お
の
ず
か
ら
に
そ
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。
『
荘
子
』
が
「
知
」
に
し
ば
し
ば
言
及
す
る
の
も
、
実
は
こ
う
し
た
お
の
ず
か
ら
な
る
生
成
・
存
在
の
さ
ま
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
る
為
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
様
々
に
移
り
変
っ
て
い
く
状
況
に
於
い
て
、
万
物
の
そ
う
し
た
「
自
爾
」
な
る
在
り
様
は
、
「
徳
」
「
形
」
「
性
」
「
命
」
な
と
と
名
づ
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
命
」
と
は
、
不
知
其
所
以
然
而
然
、
間
之
命
、
似
若
有
志
也
、
故
又
退
命
之
名
以
明
其
自
爾
、
而
後
命
理
全
也
。
(
寓
言
筒
任
)
命
之
所
有
者
、
非
潟
也
、
皆
自
然
耳
。
(
天
涯
縞
伍
)
と
一
吉
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
が
そ
の
よ
う
に
在
る
理
由
・
根
拠
を
自
覚
す
る
こ
と
無
く
「
自
爾
」
な
る
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
ま
た
殊
更
な
る
仕
方
で
は
甚
し
に
お
の
ず
か
ら
に
存
在
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
「
命
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
性
」
と
言
う
の
も
、
凡
所
副
天
、
皆
明
不
矯
而
白
蛇
。
言
白
蛇
則
自
然
失
、
人
安
能
故
有
此
自
然
哉
。
自
怯
耳
、
故
日
性
。
(
山
木
筋
法
)
と
い
う
具
合
に
、
生
れ
乍
ら
に
そ
の
「
自
然
」
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
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る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
お
の
お
の
の
持
ち
前
と
し
て
の
「
性
」
な
の
だ
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
性
分
各
自
偽
者
、
皆
在
至
理
中
来
、
故
不
可
克
也
。
(
達
生
筒
注
)
そ
う
し
た
「
性
」
に
根
差
し
た
万
物
の
行
為
は
「
至
理
」
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
従
っ
て
お
の
ず
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
そ
う
在
る
こ
と
を
免
れ
得
な
い
必
然
的
な
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
そ
の
様
な
必
然
的
な
事
柄
は
、
万
物
個
々
の
「
性
」
の
持
ち
方
そ
れ
ぞ
れ
に
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
長
少
・
男
女
・
夫
婦
と
い
っ
た
人
聞
社
会
の
関
係
・
秩
序
に
つ
い
て
見
た
時
に
も
、
此
先
後
、
雄
是
人
事
、
然
皆
在
至
理
中
来
、
非
聖
人
之
所
作
也
。
明
夫
寧
県
先
後
喜
且
庁
、
固
有
物
J4附
不
能
無
也
。
(
平
作
品
開
引
き
と
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
や
は
り
「
至
理
」
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
人
為
的
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
必
然
的
な
も
の
だ
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
先
に
見
た
郭
象
の
「
我
」
が
有
る
と
す
る
見
解
と
「
我
」
が
無
い
と
す
る
見
解
の
意
味
・
関
係
も
、
お
の
ず
と
明
ら
か
に
な
っ
て
来
よ
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
が
お
の
ず
か
ら
に
そ
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
位
相
で
捉
え
る
な
ら
ば
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
が
固
有
に
存
在
し
て
い
る
と
言
え
る
の
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
お
の
ず
か
ら
な
る
こ
と
が
ら
が
そ
の
物
の
自
覚
す
る
こ
と
の
無
い
ヌ
巴
や
「
性
」
と
し
て
「
至
理
」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
し
か
も
一
定
の
秩
序
の
枠
内
に
必
然
的
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
位
相
で
考
え
る
な
ら
ば
、
個
々
の
物
が
独
自
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
な
ど
認
め
ら
れ
な
い
訳
で
あ
お
「
い
わ
ば
一
切
存
在
に
つ
い
て
の
郭
象
の
見
方
は
、
「
自
爾
」
な
る
自
然
と
い
う
位
相
と
「
至
理
」
に
よ
る
必
然
と
い
う
位
相
と
の
こ
層
構
造
を
成
し
て
お
り
、
こ
れ
が
「
自
得
」
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
前
提
と
な
る
自
己
に
つ
い
て
の
認
識
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
万
物
の
こ
う
し
た
自
然
・
必
然
な
る
在
り
様
に
基
い
た
何
如
な
る
行
為
が
目
指
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
「
自
得
」
に
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
く
と
さ
れ
て
い
た
か
。
ま
た
、
髄
夫
極
敏
之
妙
心
、
故
能
無
物
而
不
問
。
無
物
而
不
問
、
則
死
生
抽
出
化
、
血
往
而
非
我
実
。
故
生
得
我
時
、
死
潟
我
順
。
時
錆
我
来
、
順
矯
我
散
。
用
品
散
雌
異
、
而
我
皆
我
之
、
則
生
故
我
耳
、
未
始
有
得
、
死
亦
我
也
、
米
始
有
張
。
(
徳
光
符
淵
注
)
と
言
わ
れ
る
所
か
ら
見
る
と
、
あ
る
い
は
「
極
数
之
妙
心
」
を
体
得
し
て
い
る
様
な
あ
る
高
次
の
境
涯
に
到
達
し
得
て
い
る
者
だ
け
が
、
「
我
」
が
有
る
と
す
る
見
解
や
持
ち
得
る
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
る
と
そ
う
し
た
人
物
の
存
在
は
、
「
自
得
」
と
い
う
事
柄
と
ど
う
関
わ
っ
て
来
る
の
か
。
様
々
な
行
為
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
郭
象
の
所
論
が
、
改
め
て
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
郭
象
に
於
い
て
、
「
自
爾
」
で
あ
る
自
然
な
る
も
の
と
し
て
ま
た
「
至
理
」
に
よ
る
必
然
な
る
も
の
と
し
て
存
在
す
る
と
さ
れ
る
万
物
は
、
い
っ
た
い
何
如
に
ふ
る
ま
い
行
為
す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
。
ま
ず
次
の
様
な
「
真
為
」
と
い
う
王
張
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
野)
以
性
自
動
、
故
橋
筋
耳
、
此
乃
民
錦
、
非
有
矯
也
。
夫
目
之
能
A
脱、
非
知
覗
而
税
也
、
不
知
楓
匝
城
、
不
知
知
而
知
耳
、
所
以
矯
自
然
。
若
知
間
後
潟
、
則
知
伺
也
。
(
庚
桑
楚
筋
注
)
不
慮
而
知
、
開
天
也
、
知
而
後
感
、
開
人
也
。
怯
則
閣
天
者
、
性
之
動
也
、
間
入
者
、
知
之
用
也
。
性
勤
者
、
遇
物
而
首
足
則
忘
除
、
斯
徳
生
也
。
知
用
者
、
従
感
而
求
、
勧
而
不
巳
、
斯
賊
生
也
。
任
其
天
性
而
励
、
則
人
理
亦
自
全
実
。
民
之
所
忠
、
伺
之
所
生
、
常
在
於
知
用
、
不
在
於
性
動
也
。
(
建
生
絹
注
)
107郭象の「自得」の思想について(高
例
え
ば
目
が
視
る
こ
と
を
意
識
せ
ず
に
視
、
知
が
知
る
こ
と
を
考
え
ず
に
知
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
が
在
る
が
ま
ま
の
「
自
然
」
に
却
し
つ
つ
自
己
の
持
ち
前
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の
物
の
真
実
の
行
為
な
の
だ
と
さ
れ
、
逆
に
さ
か
し
ら
な
智
恵
を
働
か
せ
る
こ
と
は
、
お
の
ず
か
ら
な
る
在
り
方
を
阻
害
す
る
「
偽
」
な
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
。
一
方
こ
う
し
た
「
自
然
」
に
見
合
っ
た
事
態
は
、
次
に
見
る
「
無
為
」
の
主
張
の
中
に
も
ま
た
問
機
に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
天
地
者
、
高
物
之
総
名
也
。
天
地
以
寓
物
篤
砲
、
而
寓
物
必
以
自
然
矯
正
。
自
仕
者
、
不
矯
而
自
然
者
也
。
故
大
鵬
之
能
古
向
、
斥
始
之
能
下
、
椿
木
之
施
長
、
朝
菌
之
能
短
、
凡
此
皆
自
扶
之
所
能
、
非
濡
之
所
能
也
。
不
濡
而
自
施
、
所
以
矯
正
也
。
(
池
遊
遊
間
脚
注
)
無
矯
者
、
非
扶
朕
之
詞
也
。
直
各
任
其
白
筋
、
則
性
命
安
実
。
(
在
宥
筋
注
)
例
え
ば
大
鵬
と
斥
錦
・
椿
木
と
朝
菌
と
い
う
よ
う
な
形
体
の
大
小
・
寿
命
の
長
短
に
関
わ
り
無
く
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
が
お
の
ず
か
ら
な
る
状
態
に
則
り
つ
つ
「
無
為
」
で
あ
る
こ
と
が
、
各
々
の
持
ち
前
の
性
命
を
十
全
に
全
う
さ
せ
る
正
し
い
在
り
方
だ
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
無
為
」
と
は
、
文
{
苦
旭
り
の
「
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
何
も
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
「
自
然
」
を
十
分
に
実
現
さ
せ
そ
れ
に
対
し
て
殊
更
な
作
為
を
施
す
こ
と
の
無
い
在
り
方
に
つ
い
て
言
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
真
為
」
「
無
為
」
と
い
う
二
つ
の
態
度
・
行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
お
の
ず
か
ら
な
る
事
柄
を
発
現
さ
せ
て
い
く
と
い
う
点
で
い
ず
れ
も
万
物
に
と
っ
て
然
る
べ
き
在
り
方
な
の
だ
が
、
前
節
で
見
た
万
物
の
自
然
で
あ
り
必
然
で
あ
る
在
り
様
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
つ
ま
り
、
自
然
に
即
し
て
「
我
」
が
有
る
と
す
る
見
解
に
立
っ
た
場
合
に
は
そ
の
行
為
は
「
真
為
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
必
然
に
即
し
て
「
我
」
が
無
い
と
す
る
見
解
に
立
っ
た
場
合
に
は
そ
の
態
度
は
「
無
為
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
い
う
具
合
108 
に
、
存
在
認
識
の
ご
層
構
造
に
基
く
形
で
万
物
の
態
度
・
行
為
に
も
二
通
り
の
意
味
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
し
た
「
真
為
」
「
無
為
」
と
い
う
在
る
べ
き
態
度
を
妨
げ
る
要
因
と
な
る
「
殊
更
な
作
為
」
「
さ
か
し
ら
な
智
恵
」
と
は
、
一
体
と
う
い
う
事
柄
・
内
容
で
あ
る
の
か
。
人
生
而
静
、
天
之
性
也
、
感
物
而
動
、
性
之
欲
也
。
物
之
感
人
無
窮
、
人
之
淫
欲
無
節
、
則
天
理
減
突
。
(
大
宗
師
鋪
注
)
万
物
は
元
来
あ
る
が
ま
ま
に
静
な
る
存
在
と
し
て
生
ま
れ
て
来
る
の
だ
が
、
外
界
の
事
物
と
関
わ
っ
て
い
く
中
か
ら
欲
望
を
生
じ
る
。
外
界
と
の
際
限
無
い
交
渉
の
な
か
で
欲
望
も
果
て
し
無
く
拡
が
っ
て
い
き
、
欲
望
が
ま
た
別
の
欲
望
を
生
み
出
し
て
そ
の
物
の
本
来
在
る
べ
き
状
能
主
見
失
わ
せ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
何
か
を
欲
す
る
心
の
働
き
が
、
殊
更
な
行
為
・
さ
か
し
ら
な
智
恵
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
然
知
以
無
涯
傷
性
、
心
以
欲
感
蕩
真
、
故
稗
此
無
矯
之
至
易
市
行
彼
有
潟
之
至
難
、
来
夫
自
懸
之
至
鰹
而
取
夫
紋
彼
之
至
重
、
此
世
之
常
忠
也
。
(
人
間
世
稿
注
)
と
吾
一
一
回
、
つ
よ
う
に
、
果
て
し
無
い
智
恵
の
働
き
や
欲
望
の
う
ね
り
が
、
本
来
容
易
な
は
ず
の
正
し
く
自
然
な
「
無
為
」
の
在
り
方
を
捨
て
去
り
、
本
来
困
難
な
は
ず
の
間
違
っ
た
殊
更
な
「
有
為
」
な
行
為
へ
と
人
々
を
駆
り
立
て
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
よ
り
具
体
的
に
は
、
夫
世
之
所
患
者
、
不
夷
也
、
故
粗
大
者
快
然
甜
小
者
矯
無
除
、
質
小
者
塊
然
謂
大
者
矯
至
足
、
是
以
上
下
寺
段
、
情
仰
自
失
、
此
乃
生
民
之
所
惑
也
。
(
秋
水
筒
注
)
と
い
う
具
合
に
、
例
え
ば
小
者
・
大
者
と
い
っ
た
現
実
世
界
で
の
相
互
の
区
別
・
差
異
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
ひ
と
し
な
み
で
無
い
こ
と
を
思
い
煩
い
、
お
互
い
に
意
識
し
羨
望
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
自
己
を
見
失
っ
て
し
ま
う
と
い
う
事
情
心
と
し
て
現
れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
殊
更
な
作
為
や
よ
こ
し
ま
な
智
恵
を
解
消
し
惑
え
る
事
態
を
解
決
し
て
、
在
る
べ
き
「
真
為
」
「
無
為
」
を
実
現
す
る
に
は
一
体
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
然
少
多
之
差
、
各
有
定
分
、
宅
で
之
際
、
即
不
可
以
相
政
、
故
各
守
其
方
、
則
少
多
担
不
自
得
。
(
耕
栂
鮪
注
)
例
え
ば
能
力
の
少
な
い
多
い
と
い
っ
た
差
は
、
生
ま
れ
乍
ら
の
持
ち
分
と
し
て
既
に
定
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
分
を
守
っ
て
他
者
の
在
り
様
を
羨
望
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
々
の
性
分
が
実
現
し
て
い
く
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
真
為
」
「
無
為
」
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
自
己
の
性
分
を
し
っ
か
り
と
守
り
他
者
の
在
り
様
に
気
を
取
ら
れ
な
い
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
小
者
と
大
者
・
少
者
と
多
者
と
い
っ
た
あ
く
ま
で
も
相
対
的
な
区
別
・
差
異
の
な
か
で
、
己
れ
と
他
者
の
性
分
の
違
い
を
万
物
そ
れ
ぞ
れ
が
如
何
に
明
ら
か
に
看
取
し
認
識
出
来
る
と
言
え
る
の
か
。
次
の
「
無
為
」
に
つ
い
て
の
記
述
の
中
に
、
そ
の
辺
り
の
事
情
が
明
瞭
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
足
能
行
而
放
之
、
手
能
執
而
任
之
、
砲
耳
之
所
問
、
祝
日
之
所
視
、
知
止
其
所
不
知
、
能
止
其
所
不
能
、
用
其
自
用
、
矯
其
白
骨
局
、
恐
其
性
内
而
無
織
芥
於
分
外
、
此
無
潟
之
至
易
也
。
無
潟
而
性
命
不
全
者
、
未
之
有
也
。
(
人
間
世
筒
注
)
既
に
見
た
よ
う
に
、
足
や
手
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
働
き
に
任
せ
て
い
く
中
で
、
各
々
が
自
己
の
お
の
ず
か
ら
な
る
在
り
方
を
全
う
し
、
他
者
の
領
分
を
少
し
で
も
犯
さ
な
い
こ
と
、
そ
れ
が
万
物
の
持
ち
前
の
性
命
を
実
現
し
て
い
く
「
無
為
」
の
在
り
方
だ
と
さ
れ
る
訳
だ
が
、
そ
う
し
た
「
盤
為
」
が
成
立
し
得
る
場
面
と
し
て
、
足
・
手
・
耳
・
目
・
知
能
と
い
っ
た
、
相
互
に
異
な
る
役
割
を
持
ち
な
が
ら
総
体
と
し
て
一
定
の
働
き
を
成
し
て
い
る
秩
序
立
っ
た
関
係
(
こ
の
場
合
は
高
人
間
の
身
体
)
が
、
暗
黙
の
う
ち
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
引
郭
象
に
於
い
て
、
万
物
個
々
の
「
性
」
が
「
至
理
」
に
裏
打
ち
さ
れ
小
た
必
然
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
君
臣
・
父
子
・
兄
弟
川
等
々
と
い
っ
た
社
会
的
な
秩
序
も
「
至
理
」
に
よ
っ
て
必
然
的
に
在
配
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
前
節
で
見
た
通
り
で
あ
る
が
、
川
在
る
べ
き
「
真
為
」
「
無
為
」
を
実
現
さ
せ
万
物
の
「
自
得
」
の
成
開
立
を
保
証
す
る
場
と
し
て
、
や
は
り
こ
う
し
た
必
然
的
・
安
定
的
な
パ
存
在
相
互
の
秩
序
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
改
め
O
A
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政
て
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。
ω
こ
う
し
た
「
自
得
之
場
」
に
於
い
て
、
万
物
の
然
る
べ
き
「
畳
為
」
l
の
態
度
・
行
為
は
、
単
に
自
己
の
お
の
ず
か
ら
な
る
在
り
方
を
実
現
野)
し
他
者
の
領
分
を
犯
さ
な
い
と
い
う
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
よ
り
積
極
的
な
意
味
合
い
を
も
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
様
な
唇
と
歯
と
の
関
係
を
例
に
見
て
み
る
と
、
天
下
英
不
相
興
需
彼
我
、
而
彼
我
皆
欲
自
第
、
斯
東
西
之
相
反
也
。
然
彼
我
相
奥
矯
唇
菌
、
唇
幽
者
米
自
相
潟
、
而
唇
亡
則
歯
寒
。
故
彼
之
自
潟
、
済
我
之
功
弘
突
、
斯
相
反
而
不
可
以
相
担
者
也
。
放
図
其
自
得
而
無
其
功
、
則
天
下
之
功
莫
不
皆
担
失
。
因
其
不
可
相
盤
市
有
其
功
、
則
天
下
之
功
莫
不
皆
有
実
。
(
秋
水
篇
注
)
唇
は
唇
と
し
て
歯
は
歯
と
し
て
存
在
し
て
い
る
な
か
で
、
一
方
が
他
方
に
何
ら
か
の
働
き
・
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
は
元
よ
り
無
い
の
だ
が
、
唇
が
亡
く
な
れ
ば
歯
が
か
じ
か
ん
で
し
ま
う
こ
と
か
ら
解
る
よ
う
に
、
一
方
が
お
の
ず
か
ら
に
働
い
て
い
る
こ
と
に
よ
り
か
え
っ
て
他
方
が
そ
の
存
在
を
全
う
・
実
現
し
得
て
い
る
と
い
う
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
然
ど
ち
ら
か
片
方
で
も
欠
け
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
だ
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
人
間
の
肉
体
の
各
部
位
の
関
係
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
次
に
見
る
工
人
と
斧
・
主
上
と
臣
下
の
関
係
に
於
い
て
も
同
様
で
、
夫
工
人
無
潟
於
刻
木
而
有
矯
於
用
斧
、
主
上
無
潟
於
殺
事
而
有
矯
於
用
臣
。
臣
能
親
事
。
主
能
用
臣
、
斧
能
刻
木
、
而
工
能
用
斧
。
各
首
其
能
、
則
天
理
自
然
、
非
有
潟
也
。
若
乃
主
代
臣
事
、
則
非
主
呉
、
臣
乗
主
用
、
則
非
臣
失
。
故
各
司
其
任
、
則
上
下
成
得
而
無
清
之
理
至
実
。
(
天
道
筋
注
)
llQ 
と
言
、
つ
よ
う
に
、
工
人
は
木
を
刻
む
こ
と
に
つ
い
て
「
無
為
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
斧
を
用
い
る
と
い
う
「
有
為
」
な
る
仏
事
を
達
成
し
て
、
斧
の
動
き
を
十
分
に
実
現
さ
せ
る
。
ま
た
、
主
君
は
手
ず
か
ら
行
な
う
仕
事
に
つ
い
て
「
蛙
為
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臣
下
を
用
い
る
と
い
う
「
有
為
」
な
る
仕
事
を
成
し
遂
げ
て
、
臣
下
の
働
き
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
々
の
職
分
・
役
割
が
定
ま
っ
て
い
る
中
で
、
あ
る
物
の
「
有
為
」
な
る
行
為
を
偽
り
の
行
為
で
な
し
に
そ
の
物
の
真
の
行
為
と
し
て
達
成
さ
せ
、
ま
た
同
時
に
他
の
物
の
お
の
ず
か
ら
な
る
働
き
を
十
全
に
実
現
・
発
探
さ
せ
る
よ
う
に
、
「
無
為
」
の
行
為
が
作
用
す
る
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
「
無
為
」
と
は
、
確
か
に
他
者
の
領
分
を
犯
さ
ず
自
己
の
持
ち
前
の
性
命
を
全
う
す
る
と
い
う
事
柄
な
の
だ
が
、
か
え
っ
て
逆
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
み
な
ら
ず
他
者
の
性
命
を
も
実
現
さ
せ
て
い
く
在
り
方
な
の
だ
と
言
え
よ
う
。
か
く
て
、
故
主
上
不
満
家
宰
之
任
、
則
伊
呂
静
而
司
矛
実
。
家
宰
不
活
百
官
之
所
執
、
則
百
官
静
而
御
事
実
。
百
官
不
潟
寓
民
之
所
務
、
則
前
民
静
而
安
其
業
実
。
高
民
不
易
彼
我
之
所
能
、
則
天
下
之
彼
我
静
而
自
得
突
。
故
自
天
子
以
下
至
於
庶
人
、
下
及
昆
晶
、
執
能
有
矯
而
成
哉
。
是
故
粥
無
得
而
孤
軍
也
。
(
天
道
筋
注
)
と
い
う
具
合
に
、
主
上
・
家
宰
・
百
官
・
万
民
・
彼
我
と
い
う
人
聞
社
会
の
定
ま
っ
た
関
係
の
中
で
、
他
者
の
持
ち
分
を
犯
す
こ
と
無
く
そ
れ
ぞ
れ
の
物
が
自
己
の
性
分
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
か
え
っ
て
秩
序
総
体
と
し
て
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
郭
象
が
構
想
し
た
理
想
的
な
「
自
得
」
の
世
界
像
な
の
で
あ
っ
た
。
以
上
分
析
し
て
来
た
機
に
、
郭
象
に
於
い
て
、
「
自
得
」
に
か
か
わ
っ
て
の
万
物
の
在
る
べ
き
「
真
為
」
あ
る
い
は
「
無
為
」
と
い
っ
た
態
度
が
、
自
己
の
お
の
ず
か
ら
な
る
性
命
・
性
分
を
実
現
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
他
者
の
性
命
・
性
分
を
も
発
揮
さ
せ
て
い
く
も
の
と
し
て
意
味
付
け
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
在
る
べ
き
理
想
と
さ
れ
る
自
己
の
行
為
も
こ
の
二
つ
の
方
面
か
ら
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
知
道
者
、
知
其
無
能
也
。
無
能
也
、
則
何
能
生
我
。
我
自
然
而
生
耳
、
而
凹
文
百
惚
、
五
戒
精
神
、
己
不
矯
而
自
成
会
、
又
何
有
意
乎
生
成
之
後
哉
。
建
乎
斯
理
者
、
必
能
遺
遜
分
之
知
、
遺
盆
生
之
情
、
而
乗
漫
限
植
、
故
不
以
外
侮
内
、
不
以
物
害
己
而
常
全
也
。
(
秋
水
筒
注
)
と
言
、
つ
よ
う
に
、
自
己
の
「
自
然
」
な
る
在
り
方
を
十
分
に
弁
え
性
分
を
過
ぎ
た
智
恵
や
性
分
以
上
に
更
に
何
物
か
を
附
け
加
え
ん
と
す
る
思
惑
を
排
除
し
て
、
常
に
外
界
の
事
物
に
よ
っ
て
己
れ
を
傷
わ
な
い
よ
う
に
す
る
の
は
元
よ
り
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
次
の
様
な
「
至
人
」
「
聖
人
」
と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
は
そ
れ
に
止
ま
ら
な
い
。
つ
幸
ふ
れ
リ
、
惑
者
因
欲
有
其
身
而
弘
行
其
能
、
所
以
逆
其
天
機
而
傷
其
榊
器
也
。
至
人
知
天
機
之
不
可
易
也
、
故
損
聴
明
、
来
知
慮
、
脇
然
忘
其
所
第
而
任
其
自
動
、
放
高
物
担
動
而
不
治
進
也
。
恋
其
天
機
、
無
所
輿
争
、
斯
小
不
勝
者
也
。
然
来
高
物
御
翠
材
之
所
矯
、
使
翠
材
各
自
得
、
高
物
各
自
得
、
則
天
下
英
不
迫
迩
失
、
此
乃
聖
人
所
以
篤
大
勝
也
。
(
秋
水
筒
注
)
野)
と
い
う
具
合
に
、
「
至
人
」
は
、
さ
か
し
ら
な
智
恵
を
捨
て
そ
れ
ら
の
お
の
ず
か
ら
な
る
働
き
に
任
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
欲
望
・
智
恵
に
よ
り
生
れ
乍
ら
の
自
己
の
性
分
に
逆
ら
い
損
っ
て
い
る
「
惑
者
」
た
ち
を
自
得
・
迫
遥
さ
せ
る
。
そ
し
て
よ
り
勝
れ
た
「
聖
人
」
に
至
っ
て
は
、
「
惑
者
」
の
み
な
ら
ず
万
物
す
べ
て
に
つ
い
て
お
の
ず
か
ら
に
自
得
迫
遥
を
実
現
さ
せ
る
の
だ
と
さ
れ
る
。
勿
論
、
「
惑
者
」
や
万
物
を
「
自
得
」
さ
せ
る
と
は
言
っ
て
も
、
決
し
て
何
ら
か
の
作
為
を
働
か
せ
る
の
で
は
無
く
あ
く
ま
で
も
万
物
の
「
自
然
」
に
則
っ
た
「
無
為
」
の
行
為
で
あ
る
訳
だ
か
ら
、
そ
れ
は
「
至
人
」
や
「
聖
人
」
に
と
っ
て
は
み
ず
か
ら
の
「
自
得
」
に
他
な
ら
な
い
の
だ
と
言
え
よ
う
。
か
く
て
そ
こ
で
は
、
万
物
の
「
自
得
」
と
「
至
人
」
「
聖
人
」
の
よ
り
高
次
の
「
自
得
」
と
が
二
重
の
構
造
を
成
し
て
お
り
、
前
者
の
「
自
得
」
は
後
者
の
「
自
得
」
を
待
っ
て
始
め
て
成
立
し
得
る
と
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
事
態
は
、
次
に
見
る
様
な
人
聞
社
会
の
理
想
的
な
君
王
の
在
り
方
に
於
い
て
も
、
明
ら
か
に
確
認
出
来
る
の
で
あ
る
。
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膳然
「
明
王
」
と
世
間
一
段
の
人
々
と
い
う
関
係
の
な
か
で
天
下
・
万
物
が
「
自
得
」
を
実
現
出
来
る
の
は
、
実
は
「
明
王
」
の
働
き
に
よ
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
「
明
王
」
の
「
無
為
」
の
行
為
で
あ
る
が
故
に
、
万
物
に
と
っ
て
「
明
王
」
の
働
き
と
は
意
識
さ
れ
な
い
の
だ
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
先
に
見
た
「
至
人
」
「
聖
人
」
と
万
物
の
「
自
得
」
の
二
重
構
造
が
、
よ
り
具
体
的
な
人
聞
社
会
の
秩
序
の
中
で
も
「
明
王
」
と
世
間
一
般
の
人
々
の
「
自
得
」
と
し
て
窺
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
や
は
り
君
主
と
し
て
上
位
に
在
る
「
明
王
」
の
「
自
得
」
が
臣
民
と
し
て
下
位
に
位
置
す
る
万
物
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
得
」
を
成
り
立
た
せ
て
お
り
、
ま
た
同
時
に
万
物
は
そ
れ
と
は
知
ら
ず
各
々
自
然
に
自
己
を
実
現
し
得
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
第
一
節
で
触
れ
た
万
物
に
「
我
」
が
有
る
と
す
る
見
解
を
持
ち
得
て
い
る
「
極
数
之
妙
心
」
を
体
得
し
た
人
物
の
境
涯
立
場
が
、
こ
こ
で
見
た
「
至
人
」
「
聖
人
」
や
「
明
王
」
の
よ
う
な
働
き
在
り
方
を
念
頭
に
置
い
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
蓋
し
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
郭
象
の
「
自
得
」
の
思
想
は
、
以
上
の
様
に
、
人
聞
社
会
・
万
物
相
互
の
秩
序
関
係
を
そ
の
成
立
す
る
場
と
し
て
想
定
し
た
う
え
で
、
「
明
王
」
と
万
物
一
般
と
い
う
秩
序
・
階
層
の
違
い
に
立
脚
し
た
そ
112 
れ
ぞ
れ
の
「
自
得
」
と
い
う
二
重
の
構
造
を
成
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
あ
る
面
で
「
我
」
が
有
る
と
し
あ
る
面
で
「
我
」
が
無
い
と
す
る
存
在
・
自
己
に
つ
い
て
の
か
れ
の
見
解
、
ま
た
そ
う
し
た
存
在
認
識
に
対
応
し
て
表
明
さ
れ
た
「
真
為
」
と
「
無
為
」
と
い
う
自
己
の
行
為
に
つ
い
て
の
か
れ
の
主
張
に
基
い
て
導
き
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
、
一
応
は
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
「
至
人
」
「
聖
人
」
「
明
王
」
と
い
っ
た
万
物
と
は
ま
た
違
っ
た
勝
れ
た
存
在
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
郭
象
は
何
故
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
か
っ
た
の
か
。
安
定
し
た
「
自
得
之
場
」
が
既
に
前
提
と
さ
れ
て
い
る
以
上
、
万
物
と
は
次
元
の
異
な
る
「
自
得
」
を
殊
更
に
持
ち
出
し
て
来
る
必
要
な
と
無
い
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
そ
れ
は
、
『
荘
子
』
本
文
が
「
至
人
」
を
高
く
評
価
し
、
斥
餓
に
比
べ
て
大
鵬
の
迫
遥
を
高
次
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
影
響
さ
れ
た
た
め
で
も
あ
ろ
、
っ
。
し
か
し
、
郭
象
じ
し
ん
の
意
図
に
即
し
て
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
君
主
と
臣
下
・
手
と
足
と
い
っ
た
一
定
の
秩
序
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
既
に
あ
る
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
る
存
在
ば
か
り
で
な
く
、
劣
悪
な
性
質
を
持
ち
秩
序
を
逸
脱
す
る
可
能
性
の
あ
る
人
物
に
つ
い
て
も
、
そ
の
「
自
得
」
を
達
成
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
混
乱
し
た
事
態
を
引
き
起
こ
し
得
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
。
つ
ま
り
、
か
れ
の
構
想
し
た
「
自
得
之
場
」
を
よ
り
完
全
無
欠
な
も
の
と
し
て
定
立
さ
せ
る
役
割
を
、
「
至
人
」
「
明
王
」
が
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
自
得
」
を
め
ぐ
る
思
惟
を
通
し
て
郭
象
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、
現
実
世
界
の
中
で
万
物
が
と
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
物
が
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
自
己
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
個
々
の
物
は
、
現
実
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
・
秩
序
を
お
の
ず
か
ら
に
ま
た
必
然
的
に
構
成
す
る
要
素
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
万
物
そ
れ
ぞ
れ
の
「
自
得
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
っ
て
も
、
と
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り
ど
う
い
う
過
程
を
経
て
「
戸
得
」
に
到
達
し
得
る
の
か
と
い
っ
た
個
々
の
修
養
に
か
か
わ
る
事
柄
は
、
郭
象
に
於
い
て
は
当
然
の
如
く
問
題
と
さ
れ
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
万
物
各
々
の
「
自
得
」
が
そ
の
ま
ま
世
界
全
体
の
秩
序
の
保
持
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
、
「
自
得
之
場
」
の
構
築
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
そ
う
し
た
「
自
得
之
場
」
と
い
う
考
え
が
果
し
て
現
実
に
有
効
で
あ
り
得
た
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
と
も
か
く
も
個
々
の
物
の
平
安
と
社
会
全
体
の
安
定
と
を
如
何
に
統
一
的
に
把
握
で
き
る
か
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
か
れ
が
心
血
を
注
い
で
も
の
し
た
解
答
が
、
そ
の
『
荘
子
注
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
野)
主(1
)
「
自
得
」
「
迫
遥
」
と
い
っ
た
事
柄
に
中
心
テ
l
マ
を
据
え
て
、
特
に
「
無
」
「
拒
為
」
と
の
関
係
か
ら
郭
裂
の
思
想
を
論
じ
た
も
の
と
し
て
、
福
永
光
司
氏
「
郭
卑
の
荘
干
解
釈
主
と
し
て
「
無
」
「
無
為
」
「
担
名
」
に
つ
い
て
」
(
『
哲
学
研
究
』
幻
2
・
3
、
日
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
郭
主
に
於
い
て
「
無
」
H
「
自
扶
」
、
「
無
為
」
H
「
自
得
」
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
迫
遥
」
と
い
う
こ
と
の
内
容
、
ま
た
翌
人
の
「
自
得
」
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
が
、
「
自
得
」
に
関
わ
る
万
物
の
様
々
な
行
為
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
分
析
に
は
、
ま
だ
論
ず
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
戸
川
芳
郎
氏
「
郭
象
の
政
治
思
想
と
そ
の
「
荘
子
注
」
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
問
、
切
)
は
、
政
治
思
想
と
し
て
の
関
心
か
ら
郭
輩
の
「
性
分
」
「
自
得
」
と
い
っ
た
事
柄
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
が
、
や
は
り
そ
の
政
治
的
意
義
が
重
視
さ
れ
た
た
め
か
、
郭
象
の
存
在
の
認
識
・
行
為
の
定
義
に
つ
い
て
の
分
析
を
見
た
と
き
、
や
や
不
十
分
な
点
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
で
、
堀
池
信
夫
氏
「
漢
貌
思
想
史
研
究
』
(
明
治
書
院
、
回
)
第
三
章
の
一
二
「
郭
説
思
想
の
研
究
」
は
、
「
自
得
」
に
関
わ
っ
て
郭
象
の
実
践
論
の
大
要
を
ま
と
め
て
お
り
、
ま
た
中
崎
隆
蔵
氏
「
自
得
の
思
想
」
(
内
藤
幹
治
編
『
中
図
的
人
生
観
・
世
界
観
』
所
収
、
東
方
害
賠
、
加
)
は
、
「
自
得
」
の
思
想
史
の
流
れ
の
中
で
の
郭
象
の
思
想
の
意
義
づ
け
を
試
み
て
お
り
、
参
考
に
な
っ
た
。
(
2
)
郭
象
『
荘
子
注
』
の
引
用
は
、
す
べ
て
郭
慶
滞
『
荘
子
集
釈
』
(
新
ー
編
諸
子
集
成
第
一
脂
、
中
華
者
局
、
出
)
に
よ
り
、
縞
名
の
み
を
記
し
た
。
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3
)
こ
の
占
に
つ
い
て
は
、
つ
と
に
鴻
友
附
氏
「
中
国
哲
学
史
』
(
出
)
第
六
章
「
南
北
朝
之
玄
学
下
」
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(4)
閑
正
郎
氏
「
郭
象
の
荘
子
注
に
み
ら
れ
る
自
然
そ
の
他
」
(
『
新
潟
大
同
干
人
文
科
学
研
究
』
部
、
臼
)
は
、
郭
説
の
思
想
の
「
理
」
「
自
然
」
「
有
無
」
と
い
っ
た
多
面
的
な
相
貌
を
明
ら
か
に
し
、
中
嶋
降
誠
氏
「
郭
象
の
思
想
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
M
、
'm)は
、
郭
輩
の
「
理
」
「
命
」
と
い
っ
た
特
徴
的
な
思
想
概
念
の
内
容
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
何
如
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
、
そ
の
思
想
の
全
体
像
に
迫
っ
て
い
る
。
ま
た
渇
一
介
氏
『
郭
象
与
貌
晋
玄
芋
』
(
湖
北
人
民
出
版
社
、
回
)
は
、
「
独
化
」
と
い
う
こ
と
に
視
点
を
据
え
な
が
ら
、
郭
象
思
想
の
基
礎
的
範
略
を
解
明
し
て
そ
の
思
想
の
全
依
栴
造
に
及
ん
で
お
り
、
事
考
に
な
る
。
(
5
)
こ
う
し
た
二
つ
の
見
解
が
示
さ
れ
る
の
は
、
直
接
に
は
『
荘
子
』
の
本
文
じ
た
い
に
二
つ
の
見
方
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
を
受
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
宗
師
備
で
「
夫
大
塊
職
我
以
形
、
勢
我
以
生
、
侠
我
以
老
、
息
我
以
死
。
」
と
呈
因
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
何
如
な
る
場
面
に
於
い
て
も
「
我
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
逆
に
斉
物
論
筋
で
言
わ
れ
る
「
彼
出
於
是
、
是
亦
因
彼
、
彼
是
方
生
之
説
也
。
」
と
い
う
万
物
の
相
対
性
に
着
目
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
が
固
有
に
在
る
こ
と
な
ど
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
を
万
物
の
自
然
必
然
と
い
う
位
相
の
追
い
と
し
て
統
一
的
に
捉
え
よ
う
と
す
る
占
に
、
本
文
と
は
ま
た
異
な
る
郭
象
の
注
釈
の
独
自
他
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
(
6
)
道
造
遊
舗
の
筋
題
下
に
附
さ
れ
た
次
の
様
な
注
涙
は
、
こ
の
よ
う
な
「
自
得
之
場
」
の
存
在
を
明
ら
か
に
表
明
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
114 
る
。
「
夫
小
大
難
殊
、
而
放
於
自
得
之
場
、
則
物
任
其
性
、
事
稽
其
能
、
各
賞
其
分
、
逝
進
一
也
。
」
(7)
こ
う
し
た
型
人
と
小
人
の
「
辿
遥
」
「
自
得
」
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
蜂
屋
邦
夫
氏
「
拡
子
組
巡
遊
舗
を
め
ぐ
る
郭
象
と
支
遁
の
解
稗
井
せ
て
支
遁
の
例
教
理
解
に
つ
い
て
」
(
『
比
較
文
化
研
究
」
8
、
協
)
に
指
摘
が
あ
る
。
(
8
)
郭
象
の
設
定
し
た
「
自
得
之
場
」
で
は
、
現
実
の
世
界
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
秩
序
の
乱
れ
た
状
態
は
、
全
く
と
言
っ
て
い
い
程
想
定
さ
れ
て
い
辛
い
。
す
な
わ
ち
「
天
下
皆
不
願
矯
謡
、
及
其
矯
謀
、
或
迫
於
苛
役
、
戒
迷
而
失
性
耳
。
然
遺
者
自
思
復
、
而
属
者
自
思
普
、
故
我
無
潟
而
天
下
自
化
。
」
(
天
地
筋
注
)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
万
物
の
「
性
」
は
本
来
惑
に
は
向
か
わ
な
い
も
の
だ
と
さ
れ
、
ま
た
「
若
乃
絶
其
所
府
間
守
其
素
朴
、
来
其
禁
令
而
代
以
寡
欲
、
此
所
以
括
撃
聖
人
而
我
素
朴
自
全
、
縦
舎
探
賊
而
彼
姦
自
息
也
。
」
(
肱
陸
鱗
注
)
と
一
百
、
つ
よ
う
に
、
万
物
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
を
保
持
し
て
い
け
ば
、
盗
賊
で
さ
え
邪
悪
な
行
為
を
止
め
て
し
ま
う
と
言
一
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
同
様
に
、
後
天
的
な
学
習
効
果
に
よ
っ
て
万
物
の
「
性
」
が
一
定
の
枠
を
踏
み
出
し
て
進
歩
・
発
展
す
る
こ
と
も
、
郭
象
に
於
い
て
は
あ
り
得
な
い
。
む
ろ
ん
「
物
雌
有
性
、
亦
須
敷
習
而
後
能
耳
。
」
(
達
生
鋪
注
)
「
夫
自
然
之
理
、
有
積
習
而
成
者
。
」
(
大
宗
師
篇
注
)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
物
の
「
性
」
「
自
然
」
は
学
習
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
、
「
夫
積
習
之
功
矯
報
、
報
其
性
、
不
報
其
潟
也
。
然
則
的
中
習
之
功
、
成
性
而
己
、
量
矯
之
哉
。
」
(
列
禦
冠
稿
注
)
と
一
言
、
つ
よ
う
に
、
学
習
の
効
果
は
、
万
物
の
持
ち
前
を
完
成
さ
せ
る
に
渇
き
ず
、
そ
の
行
為
じ
た
い
の
全
面
的
な
改
変
を
迫
る
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
結
局
は
、
「
性
各
有
分
、
故
知
者
守
知
以
待
終
、
而
怨
者
抱
愚
以
至
死
、
量
有
能
中
易
其
性
者
也
。
」
(
荷
物
論
鮪
注
)
と
い
う
具
合
に
、
知
者
・
患
者
と
い
う
持
ち
前
を
保
持
し
た
ま
ま
な
の
だ
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
学
習
の
効
呆
に
つ
い
て
は
、
堀
池
氏
注
(
l
)
前
掲
著
書
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。
(9)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
野
達
氏
「
郭
象
に
お
け
る
坐
忘
」
(
「
東
方
宗
教
』
布
、
切
)
に
指
摘
が
あ
る
。
